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　　 山 田惠 子1)、 高 橋 延 昭2)、 宮 下 洋 子*1)、 仲 田 み ぎ わ3)、 石 川　 朗4)、 片 倉 洋 子3)、
　　田 野 英 里 香3)、 佐 原 弘 益$2)、 明 石 浩 史5)、 相 馬　 仁6)、 丸 山 知 子#3)、 今 井 浩 三7)
　　　　　1)札 幌 医 科 大 学 医 療 人 育 成 セ ン タ ー 、 教 養 教 育 研 究 部 門
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　　　　　4)札 幌 医 科 大 学 保 健 医 学 部 理 学 療 法 学 科
　　　　　5)札 幌 医 科 大 学 付 属 情 報 セ ン タ ー
　　　　　6)札 幌 医 科 大 学 医 療 人 育 成 セ ン タ ー 、 教 育 開 発 研 究 部 門
　　　　　7)札 幌 医 科 大 学 学 長
　　　　　*　 現 北 海 道 文 京 大 学 人 間 科 学 部 健 康 栄 養 学 科
　　　　　$　 現 麻 布 大 学 獣 医 学 部 基 礎 教 育 系
　　　　　#　 現 天 使 大 学 看 護 栄 養 学 部 看 護 学 科
利 尻 島 に お け る 離 島 地 域 医 療 実 習 に つ い て 報 告 す る 。 こ の 実 習 は 平 成20年 度 か ら 開 講 さ れ た 医 学 部 、 保
健 医 療 学 部 の1年 生 を 対 象 と し た 地 域 滞 在 型 の 実 習 で あ る 。 実 習 は 、(1)生 き 物(命)を 知 る た め の 「生
物 実 習 」、(2)島 の 暮 ら し を 知 る 「離 島 生 活 体 験 」、(3)離 島 保 健 医 療 を 学 び 、 仲 間 造 り を す る 「地 域
医 療 実 習 」の 三 つ か ら構 成 さ れ て い る 。 「生 物 学 実 習 」は ウ ニ を 使 っ て 発 生 実 験 と 解 離 割 球 実 験 を 行 っ た 。
「離 島 生 活 体 験 」 は 利 尻 島 に お け る 重 要 な 産 業 で あ る 利 尻 昆 布 の 加 工 、整 形 、ウ ニ の 塩 水 パ ッ ク 詰 め 体 験 、
さ ら に 、利 尻 の 豊 か な 自 然 に 触 れ る 目 的 で 、夜 の 森 で の コ ウ モ リ 観 察 、夕 日観 察 、島 一 周 散 策 な ど を 行 っ
た 。 「地 域 医 療 実 習 」 で は 両 学 部 混 成 グ ル ー プ で 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 、 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 、 特 別
養 護 老 人 ホ ー ム ・老 人 保 健 施 設 、 小 学 校 を 訪 れ 、 見 学 、 対 象 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 し て 、 島 の
人 々 の 生 活 と健 康 問 題 と の 結 び つ き を 理 解 した 。 実 習 終 了 後 、学 生 は 実 習 前 に た て た 自 己 目標 に 従 っ て 、
実 習 全 体 に 対 す る 振 り返 り を 行 っ た 。 こ の 実 習 の 特 徴 は 『体 験 を 通 し て 学 ぶ 』 こ と に あ り 、学 生 の レ ポ ー
トか ら 一 定 の 成 果 が あ が っ た こ と が 分 か っ た 。
〈 キ ー ワ ー ド〉　 離 島 地 域 医 療 実 習 、 生 物 実 習 、 離 島 生 活 体 験
 “Community Health Care Practice on Rishiri Island” for students in their first year in
 the School of Medicine and School of Health Sciences, Sapporo Medical University
                 -Starting from Scratch-
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We report the program of“ Community Health Care Practice on Rishiri Island”. This is a community-based program for
students in their first year in the School of Medicine and School of Health Sciences, Sapporo Medical University. It is
composed ofthree parts:(1)experiments on th  arly development of sea urchins to understand the lives,(2)life experiences
such as the processing of Rishiri kelp(Konbu), sea urchin packing insalt water, observation of bats in the forest night,
watching the sunset and going on a walk around the island to learn about life onthe remote island and(3)community health
care practice at the home-visit nursing station, day-care facilities, special elderly nursing homes/healthcare facilities for the
elderly andelementary school tounderstand the relation between the life and the health problems of inhabitants of Ri hiri.
After the program, students wrote reports about their objectives, self-evaluation, learning & impressions. It wa  found that the
students gotgood results in their understanding of life onthe remote island of Rishiri through the xperience in this program.
Keywords:Community health care practice on remote island, Biological experiment, Living experience on remote island
                      Bull. Sch. Hlth. Sci. Sapporo Med. Univ. 12:37-43(2010)
〈連絡先 〉　 山田惠 子:〒060-8556　札幌市 中央区南1条 西17丁目　札幌医科大学 医療 人育成セ ンター教養教育研究部 門
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　図1に 示 したように、『臨海医療実習』 を発展させ、生
き物(命)を知るための 「生物実習」、島の暮 らしを知る 「離
































3.開 講時期 と実習 スケ ジュール
　平成20年8月18日(月)か ら8月22日(金)の5日 間に
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1日臼 2日目 3日目 48目 5日目
8月18日(月) 8月19日(火) 8月20日(水) 8月zi日(木) 8月22日(金)



















































































































































　 　 　 n一周
ウニ養殖 場;14DOM
　 才 ケ トマ リ沼
　 　 億脇 公 民館
　 ,遵立庵 脇診像 所
所 長返鵬 鋼先生 の
　 講灘53G～;→
国 保病　 ・ 川 籠明
病院 長　 　 　 豊事務
局 長の講 演 、645～'




















コ ウモ リ観 繋 、置班}





































1.自 宅 で生活する人々 を支 える
・　 訪問 看護ステー ション　 やす らぎ　　 　　 　　 　　 　　 (,,;fi形)
・　 利尻 富1:町総合保健福祉セ ン ター　　 　　 　　 　　 　　 (,'rl`1)
・　　和1レ己富　L田r鴛711墨診サ存1斤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(鴛　白)
2.デ ィサー ビス
・　 利尻町 特別養護 老人ホー ム
　 　 利尻 町デイサー ビスセ ン ター　 ほの ぼの荘　　　　　　 (仙法志)
・　 利尻町 高齢 者生活福祉セ ン ター　 希望　　　　　　　　　 〔沓形)
・　 利尻富 士町 、レ1特別養謹 老人ホーム　 秀峰園
　 　 利尻 富上町デイサー ビスセ ンY-　 　　　　　　　 　　(鬼脇)
3.特別養護老人ホーム ・老人保健施設
・　 利尻田r特別養護 老人ホーム　 ほのぼの荘　　　　　　　　　(仙法,ど)
・　 利尻 島老 人f呆健施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(鬼脇)
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　　習後レポー トの分析 一　 札幌医科大学保健医療学部紀
　　要12:27-35、2009
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